
 第２０回地域密着型通所介護運営推進会議録 

               デイサービスセンターさくらんぼ  

 

日 時   令和８年 ３月２６日（木） 午後１４：００～ 

 

 場 所   住宅型有料老人ホーム 志摩新生館 １Ｆロビー 

 

 出席者   利用者代表                             １名 

 地域代表老 

   （人クラブ 磯部町婦人部長・志摩市理事）      １名 

       市役所  （介護・総合相談支援課）                  １名 

       事業所管理者                            １名 

 

 事業所  デイサービスセンター さくらんぼ 

                 

議 題  １～３．事業所現状況報告 ４．今後の行事計画 ５．非難訓練実施状況 

      ６．事故内容、対応 ７～８．研修・地域交流 ９．今後の課題・問題点  

１０．施設よりお知らせ １１. 運営推進会議評価 

１２．次回運営推進会議開催予定日 

 

１.  施設運営状況ついて 

   営業日  月曜日から日曜日 年中無休  

   利用定員 １８名／日 

   営業時間 ８：３０～１８：００ サービス提供時間 ９：００～１６：１５ 

   職員   管理者兼相談員１名 相談員兼介護職員１名 介護職員７名 

        看護職員兼機能訓練指導員兼相談員３名  

                   計１２名 

        看護職員兼機能訓練指導員兼相談員１名減 介護職員 1名増 

２．利用者様利用状況 （令和７年３月現在）    総人数１７名 

 

   第１９回運営推進会議時の利用人数（令和７年９月） 

  月   火   水   木   金   土   日  

１７名 １８名 １８名 １７名 １８名 １８名 １８名  

    

第２０回運営推進会議時 （令和８年３月現在） 

  月   火   水   木   金   土   日  

１６名 １８名 １８名 １６名 １８名 １７名 １８名  



＊月・木曜日１７名→１６名（１名減） 土日曜日１８名→１７名（１名増減） 

       

  

性別利用者数 

男性 女性 

３名 １６名 

 年齢別利用者数 

６０代 ７０代 ８０代 ９０代 １００代 

２名 １名 ６名  ８名 ２名 

 要介護度 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

５名 １名 ３名 ５名 ４名 

  

要支援１ 要支援２  共同型 生活介護 

０名 ０名  1名  

 

３．活動状況 

    ８：４５ 送迎 

    ９：００ 午前 バイタルチェック（血圧、体温） 

            ラジオ体操 その後順番に入浴 

         入浴 大浴場での入浴難しい方は個浴にて対応。車椅子の方はキャリ

ーにて対応。着脱・入浴介助・見守り 

         待機の方 作業リハビリ（作成物、塗り絵など） 

            脳トレーニング（計算問題、間違い探し、パズル等） 

            個別リハビリ（上下肢運動など） 

１１：２０ 昼食前 口腔体操（距離をとって体操） 

         トイレ誘導・声かけ オムツ交換 

１２：００ 昼食 食事介助・見守り 

   １３：３０ 午後 体操、レクリェーションを実施 

   １４：４０ トイレ誘導・声かけ オムツ交換 

   １５：００ おやつ 

１６：１５ 送迎 

 

 

 

 



 

 

４．年間行事計画 

４月 敷地内での散歩（春を感じる） 

５月 端午の節句イベント 

６月 ドライブ（あじさい） 

７月 七夕飾り（笹に短冊の願い事） 

  ８月 夏祭り 

  ９月 敬老会 

１０月 敷地内での散歩（秋を感じる） 

１１月 ドライブ（紅葉）端午の節句イベンド 

１２月 クリスマス会 

１月 初詣・新春のあいさつ 

２月 豆まき 

３月 ひな祭り・桜花見 

  ※外出行事については、屋外での機能訓練、生活機能訓練を目的としている。 

   その他、おやつ作りやボランティアの方の企画など不定期に開催予定 

 

実施行事  

  ・豆まき：職員が鬼となり、皆さんには豆に似せたボールを投げてもらいました。皆

さん鬼が来ると大きな声で叫び一生懸命、ボールを投げていました。皆さんの笑顔も

多く見れ、楽しい会となりました。 

  ・ひな祭り：お内裏様を利用者の方、お雛様を職員がなり前に座ってもらい他の利用

者の方と一緒に「うれしいひな祭り」を踊りました。お互い着物も着て化粧もしなり

きってもらいました。笑顔も多く見られ、利用者の方のよい思い出となりました。 

・誕生会：その月に生まれた方の誕生日を祝い、皆でハッピーバースデーを唄って 

歌と言葉で祝福し、おやつにはショートケーキを用意させて頂いております。（毎月行 

う行事） 

 

近日行事予定 

・ドライブ（桜花見） 

 

５．非難訓練実施状況 

 

  令和７年１０月～令和８年３月 ２回実施（①土砂災害訓練 ②防火訓練) 

  土砂災害訓練 令和７年１２月２０日 ①１４：３０～１５：００  

  防火訓練   令和７年１２月２２日 ②１３：３０～１４：１０  実施 

 



 

 

火災訓練内容 

 

①満潮と大雨警報が重なり想定し、土砂・河川浸水の危険があると想定し館内放送

をする。早い状況での判断の避難となり、デイの方はエレベーターを使用して４Fの

多目的ホールに避難となりました。全員の避難・安否の確認後には、玄関・他の入

り口に土のうをつむ作業も行い、施設玄関前の浸水度の確認をしました。 

エレベーターが使用できない場合を想定し車椅子・自立歩行の方、数名を車いす４

名・自立歩行２人の職員が付き階段を使用し、２階まで上がってもらいました。 

 

   ②訓練の流れはオキタ防災の方に出火場所を決めてもらい、火災受信機を見て火元 

を探し初期消火をするが消化できない想定で行いました。事務所にもどり１１９番 

に通報する係と館内放送をかける係に分かれる。放送がされ、出火場所を確認後避 

難開始、各自担当に分かれ声かけ避難誘導を行い、全員避難後は安否確認行い訓練 

終了となりました。 

 

防災訓練評価 

 

   ①火災での避難と違い上の階への非難となり、要介助者が多くなった現状では避難 

   が困難なことが分かりました。車椅子の方 1 名を階段を使用し安全に上がるとなる 

   と 4 名の職員が必要となり、全員の避難にはかなりの時間かかってしまいます。ど 

   こまでの対応が可能かなど避難訓練と実際の災害時の問題点を話し合いで１つ１つ 

   解決していきたいです。 

 

   ②今回は出火元の発見から通報までを新しい職員の方に担当していただきました。 

時間もそれほどかかること無く、無事全員避難することができました。車椅子の方

も多くなり、階段での避難が難しくなってきています。日中デイで過ごされている

際は１階にデイルームがあるため火災の避難はスムーズに外に出たり、ロビーに集

まったり出来るがそれ以外の時間帯での対応は職員数も少なく、避難の場所も限ら

れてくるため火事を出さない重要性をお伝えしました。 

    

６．事故内容、対応 

 

   施設内での事故報告件数 

    令和７年１０月～令和８年３月  

①事故報告 ０件 

内重大事故 ０件（市に報告必要） 

     ②ヒャリ・ハット報告 ２件 



     

 

状況  

①車椅子で自走されている際、前の歩行者につめすぎでぶつかりそうになる。 

 

②入浴時機械個浴に座ってもらいスライドし浴槽に入ってもらおうと動かした 

    際痛いと訴えあり、直ぐに動かすのをやめ太ももみると少し赤くなっている。 

    すぐ止めたためスライド部には挟んでおらず、すぐに赤みもひきもどる。 

 

   当事業所が考察するヒヤリ・ハット、事故の対策 

  

①自走の車椅子での移動の際には、職員が誰か付き前の歩行者との距離間が近 

    い場合は声かけし距離をあけてもらう。 

 

    ②座る位置が悪く無理に動かそうとすると、太ももを挟んでしまう可能性がある 

ためちゃんと座ってもらうことを職員が意識するようにする。 

 

７．研修 

 

 

  社内研修  

①認知症ケア 

    内容 認知症ケアに必要な知識 

②BCP研修 

    内容 非常災害時の対応 

 

    ※勤務時間内に少人数に分け、研修が出来る時間をつくり行う。 

 

  外部研修 

 

令和６年度 三重県デイサービスセンター協議会 講話（オンライン）  

 

    内容 令和 7年度 12月国補正予算・令和 8年度国予算等の動向や処遇改善等につ

いて 

 

 

 

 

 



 

 

８．地域交流 

 

ボランティアの方にはインフル・コロナ等の感染状況を考慮し来ていただく予定

が立つようでしたら、来館をお願いしたいと思っております。 

 

９．課題・問題点   

 

  利用者の家族の方より、ある一定の職員の言葉使いが悪いと指摘がありました。

普段から言葉使いは気を付けるよう文面で注意喚起を全職員に行いました。今後同

じような苦情があった場合、職員を特定し警告後も続くようなら何等かの処分も考

えております。 

 

１０．施設よりお知らせ 

 

「電子申請届出システム」による受付 

厚生労働省は、介護サービス事業所の指定申請等について、対面を伴わない申請書

類提出を実現させるため、介護サービス情報公開システムの機能拡張を行い、指定

申請機能等のウエブ入力・電子申請を行うための「電子申請届出システム」の運用

を開始しました。 

 

    三重県における運用について 

   三重県では、令和６年４月１日から「電子申請・届出システム」の運用を開始して

います。令和８年４月１日以降、三重県への以下の申請・届出は、原則として「電

子申請システム」による提出とします。なお「電子申請・届出システム」による提

出が難しい場合には、従来どおり書面での提出での提出も可能です。 

   

    「電子申請・届出システム」で提出可能な手続き 

   ○新規指定（許可）申請 ○指定（許可）更新申請 ○変更届出  

   ○廃止、休止届出 ○再開届出 ○指定辞退届出 ○指定を不要とする旨の届出 

   ○「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」 

  

    当事業所もこの３月に電子申請・届出システムで指定更新申請を行いました。 

 

面会について  

家族の皆様方には、電話での事前予約で時間を決めて行っています。状況により面

会できないこともありますが、ご了承いただきますようお願いいたします。 

 



 

１１. 運営推進会議評価  

 

  今回課題・問題点で利用者の家族の方より、ある一定の職員の言葉使いが悪いと

指摘があったことを今後はこういったことが無いようにとあげさせていただきまし

た。注意喚起がちゃんと周知できたのか今のところこういった問題は起こっていま

せん。 

    電子申請届出システムの情報はどちらかと言えば介護職員向けではありますが、

介護業界でも電子システムの流れがきていることを知っていただければと思い伝え

させていただきました。 

    外部研修等、今回は少なかったため、また研修の開催があれば一定の職員だけで

なくいつもは参加しない職員にも声かけしていきたいです。 

    防災訓練はいつもの繰り返しの訓練もありますが、気づきの部分もありこれから

もおこなっていきたいです。 

    参加いただいた方達には、利用者の方に対して行事や対応を色々とちゃんとして

いる施設だと評価もいただけました。 

 

１２．次回第２１回運営推進会議開催日予定 令和８年９月３０日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


